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編集後記
　この号では、「科学技術社会論」を研究している見上公一准教授を紹介しました。幅
広い読者の方にぜひ手に取っていただきたい特集になりましたがいかがでしたでしょ
うか。
　見上准教授は2019年の4月に本学の理工学部外国語・総合教育教室に着任されま
した。それから1年も経たずにコロナ禍に突入しましたが、これからさらに理工学部
の研究者との連携を深めることで、新たなことができそうだとワクワクされているそ
うです。科学・技術の分野で成果が上がるときに人文・社会科学でも成果が出る、見
上准教授の目指す“共創”の場が、本学理工学部に広がっていくのが楽しみです。
� （友久由梨奈）
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　新型コロナウイルス感染症が拡大する
中で、大学の授業もオンラインで実施せ
ざるを得ない状況になりました。授業の
動画を作成することも多くありましたが、
学生のために動画は細かく区切った方が
いいといったことが言われていたのをご存
知でしょうか。また、学生の中には再生す
る速度を上げている人がいるといった話
も聞いたことがありました。教室で90分
しっかりと授業が行われるようになった現
在、早送りしたい！なんて思いながら授業
を受けている学生もいるかもしれません。
　今回の経験を通じて改めて感じたのは、
科学技術が私たちの時間の感覚に与える
影響は大きいということです。以前に、イ

ンターネットで同じ動画を繰り返し再生し
たり、見たいところだけをかいつまんで見
たりしている子供の姿を目の当たりにして、
「大好きなあの番組は、この曜日のこの
時間まで待たないと見られないんだ」なん
て思いながら心待ちにしていた幼少期の
自分との違いに、多少の不安を感じたこと
もありました。本人たちにしてみればごく
当然のことかもしれませんが、異なる環境
下での生活を知る人が見ると、時間の捉
え方が大きく変化していることに気付かさ
れるのです。
　このような変化が必ずしも悪いことだと
は言いません。むしろ時間が有効に使え
るのだから良いことのはずだと主張する人
がいることも想像できますし、それを頭か
ら否定するつもりもありません。ただ、そ
の「有効に使う」という考えは「無駄を省
く」ということを前提としています。だから
こそ、自分が何を「無駄」だと認識してい

「無駄な」時間とは？
見上公一

るのかにいま一度目を向けてもらいたい
と思うのです。もしそれが今必要ないこと
だとしても、より長い視点で考えた時、あ
るいは将来になって振り返った時、価値
のあるものに変わっている可能性はない
でしょうか。また、前述のように、「無駄な」
時間を経験するからこそ、その先に待って
いることの価値をより鮮明に捉えることが
できる可能性だってあるはずです。
　科学技術に関する議論を追っていると、
その目的として「無駄をなくす」ことや「効
率化をはかる」ことが頻繁にあげられます。
しかし、それは特定の価値観に基づいた
主張であって、結果として私たちから生
活の豊かさを奪い取るような例も少なくあ
りません。時間を有効に使うということが、
単に無駄を省くのではなく、無駄の中にも
価値を見いだすことへと変わっていったな
らば、私たちの生活はより豊かなものにな
るかもしれません。
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理 工 学 I n f o r m a t i o n

　慶應義塾先端科学技術研究センター（KLL）では、慶應義塾大学理工学部等での教員・
学生による研究成果を社会に実装、還元するために、ベンチャー企業創出、投資、技
術支援などのインキュベーション支援を行っています。新しいビジネスのスタートアップ
に関わる諸活動を「短期集中的に支援する」ことで、理工学部・理工学研究科内で創出
された教育・研究成果を「将来的にベンチャー起業のかたちで結実すること」を目指しま
す。
　KLL-ONEは、学生起業家の発掘・育成を目指してKLLが主催している学生対抗のビ
ジネスコンテストです。毎年12月に開催している研究成果発表イベント「KEIO TECHNO-
MALL（慶應科学技術展）」内で2019年度から実施しており、2022年度は6チームが出
場しました。出場者にはコンテストに向けたブラッシュアップにつながるサポートを行い、
コンテストではこれまで頭の中に秘めていたアイデアや現代社会が直面している課題解
決につながるアイデアを大勢の来場者の前でビジネス提案しました。

KLL-ONE：学生ビジネスコンテスト
学生ビジネスコンテスト

KLL-ONE:
https://sites.google.com/view/kllincubation
●こちらのページでは過去のコンテストの様子も掲載し
ています！


